
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 895 本年度事業費 895 交付金交付額 447

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

　人口が減少し高齢化が進展する本町において、まちの活性化は至上課題である。観光振興や商工業の振興
を促進し、まちの衰退をなんとしてでも回避する必要がある。

　観光客の増加と、地元産品の販売促進により、地元経済の活性化に資する。

　本町の知名度の向上や、観光客数・観光消費額の増加が見込め、町内の観光振興に資するものとなる。
　また、本町の様々な素材情報を広く発信する機会を儲けることで、町内の商工業の振興に資する。

　与謝野自慢においては、全職員が一丸となって来場者の誘致を図ることで、積極的に事業効果の向上を図る
ものである。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　観光客誘致や地元産品の販売促進により、地域経済が潤沢となることを目指し、さらなるまちの活性化を図る
ものである。

　

具体的な成果
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団体名：与謝野町

与謝野町観光ＰＲ事業

　与謝野町の観光・産業振興を図るため、町内外において本町のＰＲを実施し、観光客の誘致・地元産品の販
売促進を図るものである。

＜与謝野自慢開催＞
　平成１９年７月７日～７月８日開催

＜観光ＰＲポスター作成＞
　Ｂ１：300枚、Ｂ２：300枚　計600枚

平成19年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性


